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課題 成果取組

管理組合が機能していない状態
・年1回ほどの頻度で有志が集まって話

し合う機会がある程度で、管理規約に
基づく活動はなかった。
・総会は開催されていなかった。

・世話人役が自主的に管理費を集金し
ていたが、収支記録は手書きで、管理
費・修繕積立金の分別会計も行われて
いなかった。

長期修繕計画の策定
・管理組合の予算状況を考慮した3パターンの積
立金（月額5,000円／戸、8,000円／戸、10,000
円／戸）の案を作成した。

会計処理の適正化
・長期修繕計画や管理費・修繕積立金の
区分会計など会計処理の適正化が行われ
る基礎ができた。

・B1：「管理規約改正案」

・B2：「外部役員の選任に関する細則」

・B3：「外部役員選任細則作成ポイント」

水平展開
可能な資料

【竣工年（築年数）】 昭和53年（築39年） 【総戸数】 11 戸

【単棟型 or 団地型】 単棟型 【階 層】 3 階建

【自主管理 or 委託】 分譲以来、自主管理。

【エリア】 東京都

【耐震診断・耐震改修の実施の有無】 旧耐震基準時に建設されたが、耐震診断・改修ともに行っていない。

Bマンション 補助事業実施主体：一般社団法人日本マンション管理士会連合会

長期修繕計画に基づかない修繕実施
・約10年ごとに防水工事を行う等の修

繕は行われてきたが、計画に基づいた
修繕は行われていなかった。

写真

・B4：「外部役員の利益相反に関する細則案」

・B5：「業務委託契約書（役員就任用）」

・B6：「長期修繕計画の策定プロセス」

分譲以来管理組合が機能せず世話人役による運営が行われてきたマンションにおいて、マンション管理士の 「副理
事長」就任による管理適正化、管理組合の予算状況を考慮した3パターンの長期修繕計画の策定に取り組んだ事例

管理の適正化
・理事会を毎月開催し、長年の課題に取り組んだ。

・屋上防水工事
・郵便ポストの改修
・管理費長期滞納への対応
・管理組合員名簿の作成 等

外部専門家の役員就任
・管理規約の改正、役員選任および利益相反に
関する細則制定により、組合員以外を役員等に
選任し、かつ適切に管理組合運営に携わること
ができる環境を整備した。

・担当マンション管理士が副理事長に就任した
（役員のなり手不足・自主管理であり、理事長の
補佐・代理・代行の役割が求められていた）。

管理組合運営の適正化
・理事会の議事録を掲示板に貼り出すよう
になった。

・管理組合の活動が区分所有者に伝わる
ことで、意識改革につながった。


